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稲畑廣太郎 箱を出て風鈴風のものとなる 神戸市 玉手 のり子

稲畑廣太郎 険しさを知り尽くしたる登山靴 津市 野田　三枝子

井上弘美 ゆふかぜに重心うつす端居かな 府中市 日暮　原子

井上弘美 手ほどきを父より受けし洗鯉 伊賀市 服部　晶子

井上康明 鈴の名の山河涼しき伊勢の国 津市 山﨑　満世

井上康明 青嵐伊賀の陶土のありどころ 伊勢市 久世　伸子

小川軽舟 箍締むる桶屋涼しき板間かな 伊賀市 佐々木　経子

小川軽舟 スコールの過ぎて挙式の鐘鳴りぬ 小田原市 山﨑　美知子

小澤　實 子燕の大き餌嘴へ押し込まる 甲賀市 服部　登紀子

小澤　實 菜の花や次の古墳へペダルこぐ 名張市 森川　和

櫂未知子 空蟬や樹は千年をながらへて 川崎市 百田　広香

櫂未知子 ぽんと虎杖世を捨てるにはあらねども 松山市 杉山　望

坂口　緑志 塒鷹や陶師は孜々と釉つくる 名古屋市 田辺　満穂

坂口　緑志 袱紗とくごとくにほどけ杜若 伊賀市 島井　節

谷口智行 そちらにも咲いてゐますか山桜 神戸市 たなか　しらほ

谷口智行 農鍛冶の煤を拭ひて餅飾る 広島市 森本　弘子

西村和子 会はんとは書かずなりたる賀状かな 四日市市 佐藤　径

西村和子 抽斗に小貝眠れる翁の日 台東区 高橋　桃衣

長谷川　櫂 音たてず船は沖より春の中 蒲郡市 小田　知加子

長谷川　櫂 最上川の水引き入れて田植かな 兵庫県 坂元　初男　
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福山良子 就活のスーツ色あせ吾子の夏 伊賀市 山本　弘子

福山良子 夏めくや大和街道通り雨 伊賀市 橋本　秀子

星野　椿 晩年の心の支へ虚子祀る 伊賀市 森中　幸枝

星野　椿 国宝の城ある町の鵜飼かな 江南市 柴田　蒼生子

堀本裕樹 緑の夜吾子は明日のバット抱き 紀の川市 中島　走吟

堀本裕樹 たんぽぽの絮が絮追ふ棚田道 伊賀市 猪岡　節夫

正木ゆう子 歯ブラシを替へて抵抗熱帯夜 宮城県 武田　悟

正木ゆう子 介護士の汗シャツ摑み五歩六歩 長崎県 山口　美由喜

三村純也 ひらがなのここちの日向ぼこりかな 桜井市 中　博司

三村純也 顔見世の弁当を選る楽しみも 京都市 織作　香代

宮坂静生 寒柝の一打や星のうち揃ひ 京都市 宇野　恭子

宮坂静生 ユーカラに遊む合いの手夜の秋 所沢市 宮岡　光子

片山由美子 広沢池に月の出待つ小舟 伊賀市 森中　幸枝

片山由美子 ていねいに広縁みがき月祀る 日野市 田村　登代子


